
平成２６年度スーパーグローバルハイスクール構想の概要 

 

指定期間 ふりがな おちゃのみずじょしだいがくふぞくこうとうがっこう 

②所在都道府県 東京都 
26～30 ①学校名 お茶の水女子大学附属高等学校 

③対象学科

名 

④対象とする生徒数 ⑤学校全体の規模 

１年 ２年 ３年 ４年 計 １学年３学級、３学年９学級 

全校生徒 360 名 普通科 120 120 120  360 

      

⑥研究開発

構想名 
女性の力をもっと世界に ～目指せ未来のグローバル・リーダー～  

⑦研究開発

の概要 

グローバルな社会的課題の発見・解決を目指し、探究的な学習を行う必修の課題研究「グ

ローバル地理」、「持続可能な社会の探究Ⅰ・Ⅱ」と選択科目の「グローバル総合」、「グ

ローバル総合アドバンス」、および確かな基礎学力と広い教養の涵養を目指す「教養教育」

の教育課程の研究開発を行う。 
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全
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(1)目的・目標 

 グローバル女性人材として、自国の文化を含む多文化理解、共感力、協働精神を有し、

国際社会の平和と持続可能な発展に寄与する意欲と能力を持つ人材の育成を目指す。ま

た、自律的に学び、考え、行動し続ける姿勢、チャレンジ精神の育成にも取り組む。文

部科学省の全学推進型のグローバル人材育成推進事業に採択されているお茶の水女子大

学の教育研究の全資源を日常的に活用し、大学と一体となって研究開発を進め、次のよ

うな資質・能力を持った生徒を育成する。 

・確かな基礎学力と広い教養を身につけ、社会の諸課題に高い関心を持つ生徒 

・社会の様々な分野における問題を発見し、異なる文化的背景を持つ人々と共生、協働

して、解決する意欲と能力を持つ生徒 

・英語を含む言語活用能力、論理的思考力、交渉能力、プレゼンテーション能力、ＩＣ

Ｔ活用能力の高い生徒 

 また、グローバル人材育成推進事業に取り組む大学（主にお茶の水女子大学、東京工

業大学）との高大接続のあり方の研究にも取り組む。 

(2)現状の分析と研究開発の仮説 

本校生徒の 65％が将来海外で学び国際的な活動に従事することを希望している。生徒

の社会の諸課題への関心は高く、それらを解決しようとする意欲があり、そのために必

要とされる能力も高い。しかし、現状は海外体験の機会が不足しており、その改善が課

題である。一方、これまで「総合的な学習の時間」に行ってきた課題研究、イオン アジ

ア・エコリーダーズや台北市立第一女子高級中学など海外との交流事業は、一定の成果

を上げているが、より組織的・計画的な指導体制の整備によって、さらなる人材育成の

効果が期待される。また、本校が長年取り組んできた「教養教育」は、グローバル人材

に求められる能力の育成に効果があると考えられる。よって次の仮説Ａ～Ｃを設定する。 

Ａ：課題研究「グローバル総合」、「グローバル総合アドバンス」の実施 

Ｂ：課題研究「グローバル地理」「持続可能な社会の探究Ⅰ・Ⅱ」の実施 

Ｃ：学校設定科目「教養基礎」を含む教養教育の充実 

 (3)成果の普及  

 「総合的な学習の時間」を活用し教育課程の特例を必要としない本校の取組は、他校

でも実践可能である。生徒による成果報告会、公開教育研究会における授業公開、成果

報告書、ＳＧＨ専用ホームページなどで情報発信を行い、成果の普及に努める。また、

研究の向上・改善のため、ＳＧＨ校のネットワークを構築し、定期的な情報交換を行う。 



⑧

-2

課

題

研

究 

(1)課題研究内容 

国際協力とジェンダー、経済発展と環境、国際交渉力の不足、異文化間の摩擦、資源

・エネルギー、人口、貧困・格差など、グローバルな社会的課題に対する興味・関心を

高め、問題を発見・解決する探究的な学習を通して、異なる文化的背景を持つ人々と共

生、協働して、国際社会の平和と持続可能な発展に寄与する意欲と能力をもつ人材を育

成するための教育課程の開発を行う。 

例えば、グローバル総合「国際協力とジェンダー」では、世界各地が抱える貧困や紛

争、そうした地域における女性の地位の低さという課題に目を向け、現状を理解すると

ともに、女性の立場に配慮した援助や開発といった新たな動きにも注目し、課題の背景

を理解した上でその解決・解消にどのような協力ができるのか、広い視野から考察する。 

また、「経済発展と環境」では、開発と環境についてアジア各国の高校生と情報交換、

討論を行い、課題解決の方法を模索する中で、コミュニケーション能力を養い、公共性、

倫理観を備えた未来のグローバル・リーダーの育成を目指す。 

(2)実施方法・検証評価 

３年間を通して必修科目「グローバル地理」（１年生の学校設定科目）、「持続可能な社

会の探究Ⅰ・Ⅱ」（２・３年生の総合的な学習の時間）で、生徒全員がグローバルな社会

的課題の背景・要因を学び、その解決に向けてフィールドワークを含む探究的な学習を

行う。また、グローバルな諸課題やビジネスに関する関心・意欲・能力の高い生徒に対

し、２年次に選択必修の「グローバル総合」（10 人程度の少人数編成で３〜４講座を開

講し、生徒は各自の興味・関心や進路に応じて講座を選択して受講する）、３年次に選択

の「グローバル総合アドバンス」を開講し、より専門的な内容を取り上げ、海外研修を

含む探究的な学習を行う。 

検証評価としては、課題研究受講前後において、グローバルな課題やビジネスに対す

る意識や関心・意欲・態度、課題設定および解決能力、言語活用能力、コミュニケーシ

ョン能力、交渉能力、海外への進出意欲などがどう変化したか、アンケート、授業中の

観察、レポート、定期考査や検定試験などによって検証・評価する。 

 (3)必要となる教育課程の特例等  なし 
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(1)課題研究以外の研究開発の内容・実施方法・検証評価 

 文系理系のコース分けをせずに、学校設定科目教養基礎「国語」「数学」「英語」を含

む幅広い必修科目を履修する教育課程で「教養教育」を推進する。 

 生徒の受講態度、意識、進路などの調査結果を分析し、教養教育の成果を確認する。 

(2)課題研究の実施以外で必要となる教育課程の特例等  なし 

(3)グローバル・リーダー育成に関する環境整備，教育課程課外の取組内容・実施方法 

①お茶の水女子大学の教育研究の全資源を日常的に活用する 

 ・アドバイザリーボード「大学教授団」 

 ・「附属高校生向け公開授業」 

 ・外国語 e-learning システム 

 ・外国語検定試験(TOEIC、TOEFL、IELTS 等)の受検機会 

 ・図書館や情報基盤センター 

 ・大学に在籍している世界各国の留学生 

 ・大学が行うサマープログラム 

②ＡＦＳ等の留学機関から留学生を受け入れ、日常的な異文化体験機会を提供する 

③卒業生や関係諸団体の専門家による講演会「グローバル講座」の実施する 

④自国文化理解のための伝統文化鑑賞教室等のプログラムを実施する 

⑤自主自律で取り組む自治会活動を行わせる 

⑥台北市立第一女子高級中学等、海外の教育研究機関との連携と交流を行わせる 

⑦海外で生活する卒業生との交流等、作楽会（同窓会）と連携する 

⑨その他 

特記事項 

お茶の水女子大学高大連携特別教育ブログラム（H17.4〜現在） 

東京工業大学高大連携教育（H24.3〜H33.3） 

 



１．本構想において実現する成果目標の設定（アウトカム）

f

（その他本構想における取組の達成目標）

目標設定の考え方：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

c

将来留学したり、仕事で国際的に活躍したいと考える生徒の割合

65% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％    %

目標設定の考え方：　初期値が高いので、この高水準を維持・向上させたい。

　　　　　　％

　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 75%SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

e

卒業時における生徒の４技能の総合的な英語力としてCEFRのB1～B2レベルの生徒の割合

14% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　%

目標設定の考え方：　２年生終了時のベネッセ「英語コミュニケーション能力テスト」スコア680以上として設定

16%

　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 25%SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

a

自主的に社会貢献活動や自己研鑽活動に取り組む生徒数

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 120人

目標設定の考え方：　全員がＳＧＨ対象生徒なので、全員が何らかの研鑽に取り組むことを目標にする。（分母は１学年120人）

　　　６２　人 　　　９０　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

b

自主的に留学又は海外研修に行く生徒数

　　１２　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人

目標設定の考え方：　SGH実施による波及効果を期待するが、海外の安全や保護者の経済状況の影響を受ける。（分母は１学年
120人）

　　　１７　人

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 25人SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

d

公的機関から表彰された生徒数、又はグローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における入賞者
数

　　　　１０人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　人

目標設定の考え方：　グローバルな社会的課題に関わるものへの積極的な参加/応募を進めることで入賞者の倍増を目指す。（分母は１学年120人）

　　　　　　人

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 ２０人SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

平成２６年度スーパーグローバルハイスクール　目標設定シート

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 目標値(29年度)

ふりがな おちゃのみずじょしだいがくふぞくこうとうがっこう

指定期間 26～30学校名 お茶の水女子大学附属高等学校

24年度



１’指定４年目以降に検証する成果目標

目標設定の考え方：１年次から必修で取り組む「グローバル」関係の科目の履修は専攻分野の選択に影響を与えると期待する。

d

大学在学中に留学又は海外研修に行く卒業生の数

- 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　人-

目標設定の考え方：留学、海外研修の定義によって数値が変わることが予想される。
　　　　　　　　　　　　　また、本校では大学院進学率が高く、そこでは上昇が見込まれる。（分母は１学年120人）

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　２５　人

c

SGHでの課題研究が大学の専攻分野の選択に影響を与えた生徒の割合

- 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％-

　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 30%

b

海外大学へ進学する生徒の人数

　　　　０人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　人　　　　３人

目標設定の考え方：本人の意欲・関心以外に保護者の経済力に左右される。（分母は１学年120人）

　　４　人

目標値(32年度)

a

国際化に重点を置く大学 へ進学する生徒の割合

63% 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　%

25年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度24年度

51%

目標設定の考え方：今後国際化に重点を置く大学の増加により、進学の割合は増加が見込まれる。

　　　　　　％ 　　　　　　％ 　　　　　　％SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

SGH対象生徒：

SGH対象生徒以外：

　　　　　　％ 　　　　　　％ 75%

　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人



２．グローバル・リーダーを育成する高校としての活動指標（アウトプット）

＜調査の概要について＞
１．生徒を対象とした調査について

目標設定の考え方：

目標設定の考え方：

j

（その他本構想における取組の具体的指標）

i

外国語によるホームページの整備状況

○整備されている　　△一部整備されている　　×整備されていない

○ ○

h

先進校としての研究発表回数

　　　０　回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　　　　　回 　　２　　回

目標設定の考え方：公開教育研究会や全附連関係では毎年発表は行っているが、テーマはグローバルに限定していない。指定
後はグローバルを中心に研究発表の機会を設ける。

　　　０　回

g

帰国・外国人生徒の受入れ者数（留学生も含む。）

　　　３　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　５　人

目標設定の考え方：附属中学からの帰国枠生徒を受け入れているがこれは含まない（分母は１学年120人）

　　　３　人

f

グローバルな社会又はビジネス課題に関する公益性の高い国内外の大会における参加者数

　　　４　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　１０　人

目標設定の考え方： 「グローバル総合アドバンス」受講生を中心に積極的な働きかけを行い、倍増を目指す。（分母は１学年120
人）

　　　５　人

e

課題研究に関して企業又は国際機関等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

　　　５　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　２０　人

目標設定の考え方： 1講座あたり5人を想定、4講座の合計数を算出

　　　５　人

d

課題研究に関して大学教員及び学生等の外部人材が参画した延べ回数（人数×回数）

　　６　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　５２　人

目標設定の考え方： 大学教員は1講座あたり３人を想定、留学生等は1講座あたり2人×５回を想定、4講座の合計数を算出

　　４　人

c

課題研究に関する連携を行う海外大学・高校等の数

　　　１　校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　　　　校 　　　３　校

目標設定の考え方： 語学研修のみの提携校は含まない

　　　０　校

b

課題研究に関する国内の研修参加者数

　　　１３　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　１２０　人

目標設定の考え方：　必修の「持続可能な社会の探究Ⅰ・Ⅱ」の受講者全員が国内研修を行う。（分母は１学年120人）

　　　１　人

a

課題研究に関する国外の研修参加者数

　　　１０　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　　　　人 　　　４０　人

目標設定の考え方：　「グローバル総合」の受講生４０名は、基本的には全員が海外研修を行う。（分母は１学年120人）

　　１　人

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 目標値(29年度)24年度

全校生徒数（人）

SGH対象生徒数

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

360 360 0 0 0 0 0

SGH対象外生徒数


